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研究

もっぱら温暖化対策を計算する

温暖化対策以外のことも計算する

なんでもエクセルで計算する

世界のあちこちで計算する

最近は福島で計算する
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 外国の会議にいる写真。SATREPSか︖
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 卵の話
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国⽴環境研究所・福島⽀部
(福島県環境創造センター内)

2016年4⽉1⽇~
• 環境回復(廃棄物・動態)
• 環境創⽣
• 災害マネジメント
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『３Dふくしま』
プロジェクションマッピング
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放射線量 2011/9/11 (放射線量等分布マップ拡大サイト)
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人口分布 2010年 （国勢調査）
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⽬次

はじめに︓「喰いつかれる」プレゼン

1. プレゼンとは何か、そして何でないか

2. メッセージとストーリーのない発表はカスだ

3. スライド作成の3原則は絶対に守れ

4. ⼝頭発表は⼀にも⼆にも反復練習

5. ポスター発表は集団お⾒合い ←NEW!

おわりに︓本番は楽観的に
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はじめに
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研究者とは○○である。
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…そして、△△でもある。
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研究者とは○○である。
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「喰いつかれる」

 研究成果は所与、プレゼンは宣伝

 宣伝の評価指標は喰いつかれ度合い
 被引⽤数
 視聴率
 ページビュー、コメント数
 いいね、リツイート

 関⼼を持たれなければないのと同じ
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現代はAttentionの奪い合い

 時間 --- 全ての活動に必要な究極の「財」
 発展とは労働⽣産性の向上のこと
 労働価値説（ex. マルクス）
 家計⽣産モデル（ex. ベッカー）

 関⼼の総量は限られている

 全ての関⼼対象は互いのライバル
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「喰いつかれる」ためのプレゼン

 新奇︓⽬新しくて、珍しい

 伝えたいことが強く、明確

 短い時間で処理可能な情報量

（価値ある研究成果は上がっているものとして）
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１．プレゼンとは何か、
そして何でないか
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プレゼンとは何か、そして何でないか

 学術プレゼンテーションとは****である

 学術プレゼンテーションとは****ではない
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学術プレゼンテーションとは

 研究成果を挙げた事実を伝えるもの

 短時間の⼝頭発表

 映写された資料の補助
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「研究成果を挙げた」という事実

 学会なら成果の宣伝と議論
 関⼼を持ってもらうことが⽬標

 卒修論なら⽬標は卒業(修了)
 「この⼈はよい研究成果を挙げた」と思ってもらうこと
 研究成果そのものは⼿段
 聞き⼿は百戦錬磨の⼤学教員

 卒業(修了)認定を⾏う⼈々
 多くの場合、年⻑者
 かなり⾼い知識⽔準
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学術プレゼンテーションとは

 苦労話を聞かせる講演会ではない

 アニメーション上映会ではない

 ⽂学作品の朗読会ではない

 ⽂書の読書会ではない

 笑いを提供する寄席ではない
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２．メッセージとストーリーの
ない発表はカスだ
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メッセージを作り始めるのはいつか

 発表資料をつくるとき
 発表の申し込みをするとき
 実験等の結果が出たとき
 研究作業中
 研究助成を申し込むとき
 それよりも前
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発表はメッセージを伝えるためにある

「で、何がいいたいの︖」

200⽂字で要約を書こう

(もっとも、メッセージがカスならどうしょうもない・・・)
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200⽂字で要約を書こう

 発表準備作業中のモノサシ

 何がなんでも200⽂字以下にする

 取捨選択する作業が理解を深める

 問題設定、実施内容、結果、分かったこと
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要約の例

 鶏卵の⻩⾝の重量は卵全体の販売サイズとは関係なく
おおむね同じであるという俗説が鶏卵業者を含め幅広
く流布されている。

 これを検証するため市販の各種サイズの鶏卵を⽤い、
全卵および⻩⾝の重量を測定し相関を調べた。

 結果、⻩⾝の重量はおおむね卵全体の重量に⽐例する
ことが分かり、上記俗説は疑わしいことが⽰唆され
た。

（152字)
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要約の例

 ⼀部の環境技術の導⼊可能性は⼈⼝の空間分布に強く影響を受
ける。

 建物ストックの更新を考慮しつつ、将来の集約や分散の強度を
操作的に扱って空間分布変化を推計し、カーシェアリングと地
域エネルギーシステムの導⼊対象の増減を分析する⼿法を開発
した。

 これを郡⼭市で適⽤した。集約強度を⾼くするほど導⼊可能性
が⾼まるが、カーシェアリングについては過度の集約によりか
えって対象⼈⼝が減る可能性がある。

（191字）
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ストーリーラインで聞き⼿を誘導せよ

 伝える内容を絞り込む

 論理的に⽭盾のないストーリーラインを

 聞き⼿が理解しやすい流れ
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伝える内容を絞り込む

 研究は⻑く、発表時間は短い

 あなたの研究の「売り」は何か

 思い切って刈り落とそう
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投⼊時間 vs 発表構成
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聞き⼿の⽴場になって考えよう

 情報としての価値があるところは︖

 誰でもやってることは聞く必要がない

 Only one の部分を強調しよう
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論理的に⽭盾がないストーリーラインを

悪い例 1

⽬的︓Ａの質量を調べる

⽅法︓Ｂという⽅法で分解する

結果︓速度がＣであることが分かった
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聞き⼿が理解しやすい流れ

 全体から詳細へ構造化する

 今どこにいるかを何度も⽰す

 次が想像しやすい
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全体から詳細へ。構造化の原則

悪い例
1. 秤と粉を⽤意します
2. 粉を200グラム測り、⽔を加えて練ります
3. ホイップクリームをつくる準備をしておきます
4. ⽣クリームと砂糖を⽤意します
5. 練った粉をフライパンで焼きます
6. ⽣クリームを泡⽴てます
7. 焼いた⽣地に⽣クリームをのせます
8. チョコレートをふりかけて出来上がり
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全体から詳細へ。構造化の原則

直した例 【クリームのせクレープの作り⽅】
1. クレープを焼く

1. 秤と粉を⽤意します
2. 粉を200グラム測り、⽔30ccを加えて練ります
3. 練った粉をフライパンで焼きます

2. ホイップクリームをつくる
1. ⽣クリームと砂糖を⽤意します
2. ⽣クリームを泡⽴てます

3. 仕上げ
1. チョコレートを粉々に砕きます
2. 焼いた⽣地に⽣クリームをのせます
3. チョコレートをふりかけて出来上がり
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構造化の注意点

 もれがないこと

 重複がないこと

 数が多過ぎないこと
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相⼿のことを考える

 聞き⼿はどんな⼈たちか

 研究者、学⽣、実務家、公務員、市⺠団体…

 知識⽔準︓広さと深さ

44
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「次が想像できる」のがよい

 次に来そうなものが次に来る

 終わりそうなところで終わる

 ⼝頭予告、位置づけ提⽰
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驚き、寄り道、苦労話は必要ない

 研究報告はミステリーではない

 寄り道をしている暇はない

 苦労したことではなく、⼤事なことを
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メッセージとストーリー まとめ

 メッセージを明⽂化する
 雛形を使う
 200字で要約する

 ストーリーを原則に従って練る
 論理
 流れ︓全体→詳細
 期待通りの展開︓予告と地図
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３．スライド作成の3原則は絶対に守れ
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スライド作成の3原則

 全てのスライドにメッセージをのせる

 1枚の情報量はぎりぎりまで減らす

 ⽂字は⼤きく、少なく
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全てのスライドにメッセージをのせる

 このスライドの役割は何かを決める

 メッセージ・タイトルと項⽬タイトル

 メッセージの表現⽅法︓書く、描く、⾔う
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メッセージ・タイトルと項⽬名タイトル

 タイトルは内容を簡潔に表す

 メッセージをタイトルにすれば直接的

 項⽬名タイトルは短く

51
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アジア主要国の⼈⼝成⻑率

52

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0% 中国 日本 インド タイ

2001年～2010年の年平均人口成長率

出典：国際連合人口部（2010）世界人口推計2010年改訂版 より作成
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インドの⼈⼝成⻑率は⾼い
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メッセージの表現⽅法︓書く、描く、⾔う

 ⼝頭で当然⾔及する

 直接的に⽂字で書くのが無難

 図で表現する技術
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アジア主要国の⼈⼝成⻑率
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率は高い
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インドの⼈⼝成⻑率は⾼い

56
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⼀⼈当たりGDP ⽇本は16位

57

2010年国別一人当たりGDP
(上位30か国)

出典：国際通貨基金（2011）
世界経済データベース
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グラフの選択
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所得増加によって寿命は延びるのか

59
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所得増加によって寿命は延びるのか
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⽬次スライドの「メッセージ」

1. 背景
2. ⽬的
3. ⽅法
4. 結果
5. 考察

61

 Background
 Objective
 Material and Method
 Result
 Discussion and conclusion

何を伝えたいのか︖



/111

あらすじの分かる⽬次

はじめに︓「喰いつかれる」プレゼン

1. プレゼンとは何か、そして何でないか

2. メッセージとストーリーのない発表はカスだ

3. スライド作成の3原則は絶対に守れ

4. ⼝頭発表は⼀にも⼆にも反復練習

5. ポスター発表は集団お⾒合い

おわりに︓本番は楽観的に

62
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あらすじの分かる⽬次

63

1. 背景︓都市計画と温暖化対策技術

2. ⽬的︓⽴地誘導を考慮した導⼊可能性評価

3. ⼿法︓空間分布モデルと導⼊判定⼿法の開発

4. 結果︓集約による導⼊増加と減少

5. 考察︓周縁地域での排出増加
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1枚の情報量はぎりぎりまで減らす

 ある瞬間に伝えたいことはひとつだけ

 内容が増えたらスライドを分けよ

 スライドは論⽂や資料集ではない
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ある瞬間に伝えたいことはひとつ

 ⼝頭ではひとつずつ紹介する

 複数の要素を同時に⾒る必要があるか

 「たくさんやりました」を伝えたいときは

65
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⼀⽬で伝わる情報は何だ︖
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内容が増えたらスライドを分けよ

 情報過多は「なんか⾊々やったんだね」

 4つ以上のカタマリが出来たら2枚に分ける

 分けられない︖構造化の努⼒が⾜りない︕

67



対象地域の⼈⼝分布の分析結果

68

郡山市を対象に、4シナリオについて
2010年〜2050年で集約化計算を実施。

計算の結果、シナリオ β‐1 の拠点数は
13箇所、シナリオ β‐2の拠点数は3箇所
と選定。

地域交通事業は、αからβ‐1にかけて要

件を満足するメッシュが増加し、対象と
なる人口・従業者も増加する。

地域エネルギー事業は、β‐2が事業導
入の対象床面積が最も大きい。

① 2050年BAU ② 2050年α

④ 2050年β‐2
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集約α

集約β‐1

BAU

集約β‐2

空間分布の計算結果
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地域交通事業の対象
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地域エネルギー事業の対象
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スライドは論⽂や資料集ではない

 詳細・複雑な資料を解読する時間はない

 ⻑⽂を読む時間もない︓⽂字数を減らせ︕

 ストーリーラインと関係ないデータを出すな

72
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スライドに台本を書くな
 ⾮常に頻繁に⾒かけるスタイルですが、⼝頭で喋ることとほとんど同じ内容を⽂章でスライ

ド中に書き込む発表者がいます。これは避けるべきです。書かれたことと同じことを話すの
ならばそもそも⼝頭発表を聞く必要がないからです。

 新しいスライドが⾒せられたとき、聞き⼿はスライドに書かれたことを読み取ろうとしま
す。そのような場合にこのように細かい字でびっしり書かれていると読むのに時間がかかる
ので全て理解しながら読むことが出来ません。そしてそればかりではなく、読むことに集中
してしまって発表者の話を聞けなくなります。

 スライドに⻑い⽂を書くことで⽣じるもう⼀つの問題は、必然的に⽂字が⼩さくなってしま
うということです。すぐあとの項⽬で説明するように、⽂字は聞き⼿が苦労せずに読み取れ
る⼤きさでなければなりません。特に卒修論発表の会場に奥⾏きがあり、重要な聞き⼿であ
る⼤学教員が会場後⽅に座っていた場合には⼩さな字でびっしりと書かれたスライドを読書
するために⾮常に苦労するでしょう。

 スライドに⼩さい字でびっしり⽂字を書くことがいかに困ったことであるかを⽰すために本
資料のこのページは本来「ノート」欄に書くべきことをスライドに書き、ノート欄にスライ
ドに書くであろう内容を書いています。このような⼝語調の⽂章であればまだよいのです
が、アカデミック・プレゼンテーションでは漢字や専⾨⽤語を多⽤し常体で書かれた堅苦し
い⽂章になるので読みづらさはなおさらです。

 というデメリットが⾮常に⼤きいのでスライドに台本を書くことは絶対に避けましょう。当
研究室の発表練習でそれをやった場合には百発百中私に⽂句を⾔われます。
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スライドに台本を書くな

 スライドとセリフが同⼀なら⼝頭発表は不要

 スライド読書中は発表者の声は聞こえない

 必然的に⼩さな⽂字になってしまう
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⽂字は⼤きく、⾊ははっきり

 読めないサイズの⽂字は無価値である

 ⾊は飾りではなく情報である

 「美しい」より「分かる」が⼤事

75
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読めないサイズの⽂字は無価値である

 24pt以下は読まれないと⼼得よ

 ⼩さくて読めない⽂字はゴミと同じ

 1⽂字でも減らすために推敲せよ
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⾊は飾りではなく情報である

 判別しやすく明瞭な⾊を使うこと
 悪い例

 同じ要素には同じ⾊を使い続ける

 強調したい要素に⽬⽴つ⾊をあてよ

77

良い例
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「美しい」より「分かる」が⼤事

 必要な情報が伝わることが最重要

 メッセージが伝わるスライドがよいスライド

 メッセージに関係ない美しさは犠牲にしてよい
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レーザーポインターは緊急⽤

 はっきり⾔って⾒づらい

 ポインターの不要なスライドをつくろう
 ⽮印
 ⾊
 アニメーション

79
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⼀⼈当たりGDP ⽇本は16位

80

2010年国別一人当たりGDP
(上位30か国)

出典：国際通貨基金（2011）
世界経済データベース
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⼀⼈当たりGDP ⽇本は16位

81

2010年国別一人当たりGDP
(上位30か国)

出典：国際通貨基金（2011）
世界経済データベース
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所得増加によって寿命は延びるのか
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所得増加によって寿命は延びるのか

83

30

40

50

60

70

80

90

0 10 20 30 40 50

平
均

寿
命

（
年

）

一人当たり年間所得（購買力平価1000ドル）



/111

所得増加によって寿命は延びるのか
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所得増加によって寿命は延びるのか
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所得増加によって寿命は延びるのか
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スライド作成上の他の注意点

 スライド作成特有の課題
 会場の広さ、スクリーンのサイズ、聴衆との距離
 スライドの端、特に下端が⾒えるかどうか
 ページ番号、⽇付を含める
 ソフトウェアのバージョン、動作確認
 「ご清聴ありがとうございました」スライドは無駄

 学術研究の報告に共通の課題
 誤字
 ⽤語の⼀貫性
 単位、出典
 グラフの軸ラベル
 付録資料︓脇道にそれるが質問が予想されるもの

87



/111

４．⼝頭発表は⼀にも⼆にも反復練習
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スクリーンを⾒るな、前を向け

 スライド⾳読屋は最低の発表者である

 聞き⼿に対して開いた姿勢

 体は表現する

89
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聞き⼿に対して開いた姿勢

 顔をあげよ、下を向くな

 聴き⼿とアイコンタクトをとる

 演台はあなたと聞き⼿を分かつ壁である

90
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体は表現する

 相応しい服装、余裕のある明るい表情

 ⽴ち⽅の与える印象は⼤きい

 腕・⼿の使い⽅︓強調と指⽰
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必要⼗分なセリフをゆっくり話す

 時間内に収まらない︖おさまる原稿を作れ

 ⼩学⽣に話すつもりで喋る

 聞き⼿にとって⼤事なことは何か

92



/111

聞き⼿にとって⼤事なことは何か

 必要な⽤語は説明、必要ない⽤語は出さない

 強調する単語を強く、ゆっくり

 間の取り⽅で注意をひきつける
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練習せよ︕練習せよ︕練習せよ︕

 所要時間は絶対に守ること

 セリフは全て暗記して、よどみなく

 録画・録⾳して聞き⼿の気持ちになってみる
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⼝頭発表 その他の技術と注意点

 注⽬を⾃分に向ける
 歩く
 スクリーンのブラック/ホワイトアウト

 次のスライドに移る前に「つなぎ」を

 質疑は誠実に︕
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質疑は誠実に︕

 訊かれたことに答える

 簡潔に答える

 想定問答集をつくっておく
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５．ポスター発表は集団お⾒合い
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捕まえる・伝える・おまけ

 ⾜を⽌めてもらうには

 メインコンテンツは⽬の⾼さ

 ⼿持ち資料を活⽤しよう

98
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⾜をとめて
もらうには

 タイトルを⼤きく
 メインタイトル
 図表タイトル

 地と⽂のコントラ
スト

 アイキャッチ
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⾜をとめて
もらうには

101

 タイトルを⼤きく
 メインタイトル
 図表タイトル

 地と⽂のコントラ
スト

 アイキャッチ
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メインコンテンツは
⽬の⾼さ

102

 ポスターは視線が動く

 ⼀番⾒てほしいものを、
⼀番⾒やすいところに

 順序はときに前後しても
よい
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メインコンテンツは
⽬の⾼さ

 ポスターは視線が動く

 ⼀番⾒てほしいものを、
⼀番⾒やすいところに

 順序は前後してもよい
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メインコンテンツは
⽬の⾼さ

 ポスターは視線が動く

 ⼀番⾒てほしいものを、
⼀番⾒やすいところに

 順序は前後してもよい
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⼿持ち資料を活⽤しよう

 ⼿元をのぞき込めるのはポスターだけ︕

 3次元がベスト
 開発品サンプル
 実験装置・道具

 紙芝居・電⼦紙芝居
 紙のポスターはアニメーションがない
 タブレットで動かして⾒せよう
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ポスターか、⼝頭か

107

⼝頭 ポスター
時間制限 あり なし
説明時間 10分以上 2分とか
会場独占 する 普通は無理
⾃由質疑 その場では難しい できる

聴衆 多い
0<a<100

少い
0≦b<20

親密度 低い ⾼い
緊急対応 難しい 易しい
⼿持ち資料 回覧できることも ⾃由に使える
資料情報量 ⼤ ⼩
⾃由閲覧 できない できる
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ポスターか、⼝頭か
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⼝頭 ポスター

時間制限 あり なし

説明時間 10分以上 2分とか

会場独占 する 普通は無理

⾃由質疑 その場では難しい できる

聴衆 多い 少い

親密度 低い ⾼い

緊急対応 難しい 易しい

⼿持ち資料 回覧できることも ⾃由に使える

資料情報量 ⼤ ⼩

⾃由閲覧 できない できる

⼝頭発表は予め動作が決まっ
ている
→⾃分のシナリオで出来る

ポスターは聴衆と近い
→より深く伝えられる

コミュ⼒に
⾃信があれば
ポスターのほうが
効果的︖
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おわりに︓本番は楽観的に
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おわりに︓本番は楽観的に

 ⾃信を持って臨める準備を

 練習は厳しく、本番は楽しく

 前夜はよく寝よう

 「たかが学会」 「たかが卒修論」
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本⽇のおさらい

「喰いつかれる」

プレゼンとは何か、そして何でないか

メッセージとストーリー

スライド3原則︓メッセージ、情報量、⽂字サイズ

練習せよ︕練習せよ︕練習せよ︕

ポスター発表はコミュ⼒の勝負

本番は楽観的に
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 付録
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スライド作成 チェックリスト (1/2)

 全体の構成
 研究のストーリーに従って構成されている
 ⽬的、⽅法、結果は互いに整合的である
 各スライドで伝えたいことは全て明瞭であり、かつ、⼀つである

 レイアウト
 スライドの縦横⽐は3:4である
 ひとつのスライドに4つを超えるオブジェクト/グループはない
 タイトルは上端によりすぎていない
 すべてのオブジェクトは下端によりすぎていない

 テキスト
 5つを超える箇条書きはない
 誤字・脱字はない
 テキストボックス中の⽂字は24pt以上である
 ほとんどの⽂は1⽂が30字以内であり、80字を超えることはない
 フォントは全て統⼀されている
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スライド作成 チェックリスト (2/2)

 図表
 図表中の⽂字は18pt以上である
 全ての図表にはタイトルがある
 図には凡例が付されている
 強調されるべき要素が強調されている
 論⽂中の複雑な図表は必要な部分だけを取り出し簡略化されている

 ⾊
 ⽂字や図の⾊は背景に対して⼗分なコントラストがある
 図において同じ要素には同じ⾊がつかわれている
 ⽂字中の強調単語は⾊で指⽰されている

 数値
 図表を含めあらゆる数値には単位が付されている
 桁数は多すぎない
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発表当⽇ チェックリスト
 服装

 その分野の研究発表として標準的な服装である
 シャツは清潔でアイロンがあたっている
 ⼿持ちのもっとも良いスーツetcを選んだ
 靴は綺麗に磨かれている
 ネクタイはきちんと結ばれている

 持ち物
 ノートPC
 腕時計、ハンカチ
 発表メモ・台本、質問をメモするための筆記⽤具
 提出した卒修論本⽂
 スライドの電⼦ファイル（ポータブルメディアに⼊れたもの）

 時刻・会場・機材
 集合時刻・発表時刻・会場の場所は把握している
 集合時刻までに余裕をもって到着できる予定である
 機材の使⽤⽅法は確認している/確認する相⼿を把握している
 スライドの電⼦ファイルの扱い⽅は把握している/担当者に送付済みである

115

会場に設営されたPCを使う場合でも万が一
を考えて自分のものを持って行っておいた
ほうがよい。また、直前に重要な要修正点に
気付いてしまっても対応できる。
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参考資料

 Chase Your Dream! (京都⼤学情報学研究科教授 加納学先⽣のblog)
 卒業論⽂修⼠論⽂発表会でのプレゼン⽅法

http://blog.chase-dream.com/2011/02/22/1191
 卒業論⽂修⼠論⽂など発表スライドの作り⽅

http://blog.chase-dream.com/2011/02/15/1187

 カーマイン・ガロ
 スティーブ・ジョブズ 驚異のプレゼン―⼈々を惹きつける18の法則

 ジーン・ゼラズニー
 マッキンゼー流 プレゼンテーションの技術
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論理的に⽭盾がないストーリーラインを

悪い例 2

⽬的︓Ａ国とＢ国の⼈⼝変化の要因の差異を明らかにする

⽅法︓(1)主な要因として婚姻年齢の変化に注⽬する
(2)⼈⼝データ、婚姻データ、所得データを収集する
(3)婚姻年齢と所得の影響を統計的に分析する

結果︓
A国とＢ国ではよく似た⼈⼝変化傾向があるが、Ａ国では婚姻年
齢が上昇する⼀⽅、Ｂ国では所得増加が⼤きいことが分かった
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論理的に⽭盾がないストーリーラインを

悪い例 2

⽬的︓Ａ国とＢ国の⼈⼝変化の要因の差異を明らかにする

⽅法︓(1)主な要因として婚姻年齢の変化に注⽬する
(2)⼈⼝データ、婚姻データ、所得データを収集する
(3)婚姻年齢と所得の影響を統計的に分析する

結果︓
A国とＢ国ではよく似た⼈⼝変化傾向があるが、Ａ国では婚姻年
齢が上昇する⼀⽅、Ｂ国では所得増加が⼤きいことが分かった
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いきなり絞り込み？

どうしてこの二つ？

人口変化の要因はどこいった？

矛盾
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論理的に⽭盾がないストーリーラインを

直した例

⽬的︓Ａ国とＢ国の⼈⼝変化の要因の差異を明らかにする

⽅法︓(1)⼈⼝変化に影響しうる要因を挙げる
(2)(1)で挙げた要因に関するデータを収集する
(3)(2)のデータを利⽤し各要因の⼈⼝変化への影響を統計
的に分析する

結果︓
A国とＢ国ではともに⼈⼝が減少している。Ａ国では婚姻年齢の
上昇が、Ｂ国では健康状態の悪化が、それぞれ⼈⼝減少に最も⼤
きく影響していることが分かった。
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ところで

そもそもスライドにタイトルは
必要か︖
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インドの⼈⼝成⻑率は⾼い

121
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2001年～2010年の年平均人口増加率

出典：国際連合人口部（2010）世界人口推計2010年改訂版 より作成
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122



/111

鶏卵の卵⻩重量⽐に関する調査

2015/10/28
五味馨
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http://image.rakuten.co.jp/umitate/cabinet/01747063/01784570/img57567240.gif
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 卵のサイズが⼤きければ⻩⾝も⼤きいだろう」と思って
いる⽅がいらっしゃると思いますが、卵のサイズが⼤き
くても⼩さくても⻩⾝の⼤きさは変わりません︕

 ⼤きい卵の価格が⾼いのは、⽩⾝の量の違いだけといっ
てもいいのです。

 ですから、サイズの異なる卵は「作る料理によって買い
分ける︕」ということをオススメ致します。

 LLサイズなどの⼤きな卵は茶碗蒸しやメレンゲなど⽩⾝
を多く使うときに、逆にSサイズの⼩さな卵は、⽬⽟焼き
など⻩⾝がメインの料理を作るときに適しているので
す。

http://www.yamada-egg.com/blog/tamago/様々なサイズの卵について/
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http://www.yamada-egg.com/blog/tamago/様々なサイズの卵について/
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丸ト鶏卵販売
http://www.maruto-keiran.co.jp/qa.html 128
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全国地養卵協会
http://www.jiyouran.com/faq.html#07
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N Average weight(g)

Total White Yellow Y/T

COOP MS1 10 48.1 32.8 15.3 0.32

COOP MS2 10 48.6 32.7 15.9 0.33

セブン L 10 57.9 39.4 18.4 0.32

セブン M 9 51.4 35.8 15.6 0.30

COOPはぐくむ 10 52.9 35.4 17.5 0.33

セブンこだわり 10 54.7 37.9 16.8 0.31

COOPミックス 4 55.8 38.0 17.8 0.32
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y = 0.2761x + 2.17
R² = 0.4664

10
12
14
16
18
20
22
24

42 47 52 57 62 67

黄
身

の
重

量
(g

)

全卵重量(g)

全卵重量と黄身重量
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全卵重量と⻩⾝重量には正の相関がある

より精密な測定、サンプル数の増加、各種検定
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シンプル化には邪魔

⼝頭発表に⾃信がなければ…
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